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論
者
は
、
二
松
学
舎
大
学
在
学
中
よ
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、
中
国
古
代
の
医
学
技
術
史
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
て
き
た
。

前
回
の
第
九
九
回
日
本
医
史
学
会
学
術
大
会
で
は
、
「
三
国
志
』

と
「
三
国
志
演
義
」
に
見
ら
れ
る
医
療
技
術
の
比
較
を
行
い
、
華

陀
の
医
療
技
術
の
描
写
に
つ
い
て
両
書
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、

正
統
な
歴
史
書
で
あ
る
『
三
国
志
」
で
は
詳
細
な
症
例
報
告
と
い

う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
か
つ
「
気
」
の
記
述
を
見
る
の
に
比
し
、

小
説
で
あ
る
『
三
国
志
演
義
』
で
は
「
気
」
の
記
述
が
な
く
、
ま

た
体
内
異
物
の
よ
う
な
神
秘
性
の
強
い
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
第
九
七
回
日
本
医
史
学
会
学
術
大
会
及

び
そ
の
後
に
発
表
し
た
卒
業
論
文
で
は
、
漢
代
の
医
療
技
術
と
し

て
、
扁
鵲
・
淳
子
意
の
望
診
の
技
術
を
挙
げ
、
当
時
す
で
に
望
診

68

中
国
古
代
に
お
け
る
一
般
的
医
学
観
に

つ
い
て

和
田
裕
一

の
技
術
が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
扁
鵲
・
淳
子
意
で
あ
れ
ば
「
史
記
」
「
扁
鵲
倉
公
列

伝
」
、
華
陀
で
あ
れ
ば
「
三
国
志
」
「
魏
志
方
技
伝
」
を
主
た
る
テ

ク
ス
ト
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
試
み
と
し
て
、
こ
れ

ら
歴
史
書
に
見
え
る
医
療
技
術
の
パ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
一
般
書

に
見
え
る
疾
病
の
記
録
ま
で
を
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
時
の
人
々
が
「
病
気
」
や
「
死
」
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

た
と
え
ば
『
論
語
』
で
さ
え
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
の
病
、
さ
ら

に
は
衛
生
観
念
に
つ
い
て
ま
で
、
簡
単
で
は
あ
る
が
記
述
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

「
康
子
、
薬
を
贈
る
。
拝
し
て
之
れ
を
受
く
。
曰
く
、
丘
未
だ
達

せ
ず
と
。
敢
て
嘗
め
ず
。
」
（
「
論
語
」
「
郷
党
第
十
」
）

「
伯
牛
、
疾
ま
い
有
り
。
子
、
之
れ
を
問
う
。
（
中
略
）
曰
く
、
之

れ
を
亡
ぽ
せ
り
。
命
な
る
か
な
、
斯
の
人
に
し
て
而
も
斯
の
病
有

る
や
。
」
（
「
論
語
」
「
雍
也
第
六
」
）

こ
の
二
つ
、
と
く
に
第
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
論
語
」
の
医
療

に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
な
は
だ
有
名
で
あ
る
が
、
『
論
語
」
を
詳

細
に
読
む
と
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
関
係
の
記
述
が
存
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以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正

統
な
歴
史
害
で
あ
る
「
史
記
」
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
な
ど
に
比
べ
て
、

医
療
技
術
そ
の
も
の
を
再
現
す
る
材
料
と
し
て
は
問
題
が
多
い
。

プ．

o
○ 在

す
る
。
通
常
の
中
国
文
学
研
究
者
は
そ
こ
に
孔
子
の
「
天
命
」

思
想
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
が
、
論
者
は
ま
っ
た
く
異
な
る
立
場

か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
百
家
争
鳴
の
時
代
に
お
い
て
は
、
相
手
を
論
破
す
る

た
め
の
比
哺
表
現
に
、
医
療
知
識
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
そ
れ
は

『
韓
非
子
』
な
ど
で
甚
だ
し
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

「
安
危
は
是
非
に
在
り
て
、
強
弱
に
在
ら
ず
。
（
中
略
）
段
は
天
子

な
り
、
而
る
に
是
非
な
く
、
（
中
略
）
個
を
し
て
天
性
を
以
て
し
て

背
を
剖
か
し
め
、
（
以
下
略
）
」
（
「
韓
非
子
」
「
安
危
第
二
十
五
」
）

こ
こ
で
は
、
是
非
の
基
準
の
重
要
性
を
説
く
た
め
に
、
段
の
無

道
の
例
と
し
て
、
背
骨
の
曲
が
っ
た
者
を
生
ま
れ
つ
き
で
あ
る
の

に
そ
の
背
中
を
切
り
裂
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
論
者
は
こ
こ
か

ら
、
無
道
の
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
時
そ
の
よ
う
な
外
科
手
術

が
可
能
だ
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
見
い
だ
す
の
で
あ

だ
が
、
逆
に
考
え
れ
ば
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
比
哺
や
記
述
を
受

け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
時
の
知
識
階
級
に
と

っ
て
、
そ
の
表
現
は
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
一
般
書
に
見
え
る
医
療
の
記
録

は
、
当
時
の
人
々
の
医
学
観
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
こ
で
、
論
者
は
今
回
、
こ
れ
ら
一
般
害
の
比
喰
表
現
な
ど
に

散
見
さ
れ
る
疾
病
・
医
療
に
関
す
る
記
述
を
も
と
に
、
当
時
の
人
々

の
医
学
観
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（
イ
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）


